
令和８年度 職場環境要件に関する具体的な取り組み内容

社会福祉法人 陽だまりの風福祉会

区分 具体的内容 当法人としての取り組み

①法人や事業所の経営理念や支援方針・人材育成方

針、その実現のための施策・仕組みなどの明確化

法人の経営理念に基づき、利用者に対する支援方針及び職

員の人材育成方針を定めている。これらは就業規則やキャ

リアパス制度とあわせて整備しており、入職時の面談等に

おいて説明し、周知を行っている。

③他産業からの転職者、主婦層、中高年齢者等、経験

者・有資格者にこだわらない幅広い採用の仕組みの構

築（採用の実績でも可）

多様な勤務時間の設定等、多くの職員が自らのライフスタ

イルを大切に出来る配慮を行い主婦層・高齢者にも働きや

すい環境醸成に心掛けている。（短時間勤務・少日数勤務

も選択できる。）

⑤働きながら国家資格等の取得を目指す者に対する研

修受講支援や、より専門性の高い支援技術を取得しよ

うとする者に対する各国家資格の生涯研

自己啓発による資格取得を促進する為、資格手当を支給し

ている他、より専門性の高い資格取得の為の支援を実施し

ている。また、研修受講時の他の介護職員の負担を軽減す

る為代替職員確保について、勤務シフト策定時に配慮して

いる。

⑧上位者・担当者等によるキャリア面談など、キャリ

アアップ・働き方等に関する定期的な相談の機会の確

保

キャリアパス制度に基づき、管理者によるキャリア面談を

実施し、昇給該当者を中心にキャリアアップに関する助言

を行っている。また、資格取得支援については全職員を対

象に実施しており、必要に応じて随時相談に応じている。

⑩職員の事情等の状況に応じた勤務シフトや短時間正

規職員制度の導入、職員の希望に即した非正規職員か

ら正規職員への転換の制度等の整備

職員の事情に応じた勤務時間や勤務シフトの調整を行うな

ど、柔軟な働き方ができる環境づくりに取り組んでいる。

また、非正規職員から正規職員への転換については、本人

の希望や法人の体制等を踏まえ、可能な範囲で対応してい

る。

⑪有給休暇を取得しやすい雰囲気・意識作りのため、

具体的な取得目標（例えば、１週間以上の休暇を年に

●回取得、付与日数のうち●％以上を取

計画的に有給休暇が取得しやすい雰囲気及びルールづくり

を各部署にて推進している。取得状況については、職員ご

とに有給休暇管理表を作成し、いつでも確認が可能な環境

を作っており、給与明細を交付する際に残余日数を知らせ

ている。

⑭業務や福利厚生制度、メンタルヘルス等の職員相談

窓口の設置等相談体制の充実

職員が相談しやすい環境づくりのため、管理者や本部への

相談体制を整備している。日常的な声かけや面談等を通じ

て、業務やメンタルヘルスに関する相談に対応している。

また、給食費の助成等、働きやすい職場環境づくりに取り

組んでいる。

⑮短時間勤務労働者等も受診可能な健康診断・ストレ

スチェックや、従業者のための休憩室の設置等健康管

理対策の実施

年次健康診断については、社会保険加入者を対象に実施し

ている。また、短時間勤務職員等についても、体調管理に

関する声かけや必要に応じた受診の勧奨を行うなど、健康

面への配慮を行っている。さらに、職員が適切に休息を取

れるよう休憩室を設置している。
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⑱現場の課題の見える化（課題の抽出、課題の構造

化、業務時間調査の実施等）を実施している

定期的なミーティングを通じて、現場における課題の抽出

を行っている。抽出された課題については、優先順位付け

や要因分析を行い、業務の効率化や支援の質の向上に向け

た改善策を検討している。

また、業務内容の見直しや作業時間の把握を行い、課題の

構造化・見える化を図ることで、継続的な業務改善に取り

組んでいる。

⑲５Ｓ活動（業務管理の手法の１つ。整理・整頓・清

掃・清潔・躾の頭文字をとったもの）等の実践による

職場環境の整備を行っている

事業所ごとに５Ｓ活動の実施スケジュールを作成し、整

理・整頓・清掃・清潔・躾の実践を行っている。改善前、

改善後の具体的な５Ｓ改善活動報告書を作成し保管をして

いる。

⑳業務手順書の作成や、記録・報告様式の工夫等によ

る情報共有や作業負担の軽減を行っている

記録・報告様式のフォーマット作成及び統一を推進するこ

とで、情報共有の円滑化を図り、作業負担の軽減に取り組

んでいる。

㉑業務支援ソフト（記録、情報共有、請求業務転記が

不要なもの。）、情報端末（タブレット端末、スマー

トフォン端末等）の導入

各事業所の実態に応じて、業務支援ソフトやエクセルを活

用した記録管理及び情報共有を行っている。様式の統一や

記録の電子化によりデータ管理の効率化を図り、転記作業

の削減や業務負担の軽減に取り組んでいる。また、会計ソ

フトを導入し、事務処理の効率化を図っている。

㉔各種委員会の共同設置、各種指針・計画の共同策

定、物品の共同購入等の事務処理部門の集約、共同で

行うＩＣＴインフラの整備、人事管理システムや福利

厚生システム等の共通化等、協働化を通じた職場環境

の改善に向けた取組の実施

各種指針・計画については本部を中心に各拠点が共同で策

定している。また、物品の共同購入をすすめており、ICT

インフラについてはLANケーブルを各拠点を結ぶ形で整備

し各システムを協同化して職場環境の改善に取り組んでい

る。

㉕ミーティング等による職場内コミュニケーションの

円滑化による個々の福祉・介護職員の気づきを踏まえ

た勤務環境や支援内容の改善

申し送り、各種会議、各種委員会を軸とし、情報共有を推

進し、会議においては職員が自身の意見を発信しやすい雰

囲気の醸成に務めている。

㉖地域社会への参加・包容（インクルージョン）の推

進のための、モチベーション向上に資する、地域の児

童・生徒や住民との交流の実施

地域の交流会に積極的に参加し、法人施設で製造した物品

を交流会で販売している。

また、特別支援学校の生徒の体験利用や、近隣小学校の見

学を受け入れ、学校の先生や民生委員とのやり取りも行っ

ている。
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